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自然工作の基本

１　　心がけ

１）　自然工作について

自然工作をする人は自然を愛する心の持主です。身近にある自然の
もの（木の枝、木の実、木の葉、草、草花、果物の種、野鳥の羽、石
など）を観ると、これはきれいだ、美しい、何かに活かしたいと思うこと
があります。これらの物を工夫して、加工、組合せ、何かの形（笛、小
鳥、動物、物入れ、飾りなど）にして大切に残す。そしていつくしむ。お
金で買えぬ、その人だけの、この世に唯一つしかない宝物として楽し
めます。
出来ばえは二の次です。作る楽しみが湧いてきます。
素材の選定、保存の方法、組合せ、工具の使い方、購入小物の選定
などで、失敗することもありますので別紙の項目で要点をまとめてお
きました。
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２）　マニュアル作成にあたって

★ 自然工作に賢明な方々に見直し、チェックしていただいた結果、

全体を通しての主な手直し項目は以下の通りでした。

○材料などの寸法は㎜か㎝に統一するとよい。　　　φ　→　　　径　　φ　　→　　　径　　
㎜　　→　　　ﾐﾘ

○材料の厚さや径などは幅をもたせた表現がよい。（例　４ﾐﾘ　～　５ﾐﾘ　）
寸法の表示　　径、長、厚、　　ﾐﾘで統一がよい。

○使用する種子などは限定せずに、色々な材料を参考に書いておく。
○部位表示を統一　（Ａ：頭　Ｂ：胴体　Ｃ：鼻　など　）
○前加工と組立てを分けて明確化する。
○説明は図面を補充するだけで良い。　（説明文が長く分かりづらい）
○説明と図面の関連性を・・・・・　(　例　①説明　図①　）
○写真、イラストが鮮明なこと。
　　　(作品図は写真はわかりにくいこともある）
○『置物』という表現は古めかしく感じする。（置物　→　マスコットなどに）
○マニュアル用語の統一を・・・・・・

・材料の呼び名　　枝、小枝、果球、種子、鱗片　など
・工具の呼び名 細目ノコギリ、カッター、切り出しナイフ、キリ、

木工ボンド、瞬間接着剤
○作品のと通し番号は必要

★  自然工作マニュアルを作成される方は、上記項目を参考に作成していた
 だきたいと思います。
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自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科　

作品名 分類 対象

イノシシ 　マスコット・置物 　小学校高学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

Ａ　太目の枝ー胴体　：　２ｃｍφ　*　5cm　L　：　1 切り出し小刀

Ｂ　細い小枝ー足　：　0.2cmφ　*　0.5cm　L　：　4　　 ノコギリ

Ｃ　小枝の輪切りー耳：　1cmφ*　0.3cm厚み：　1 キリ

Ｄ　鼻ーシラカシの殻斗など：　1 丸刀

E　枯葉ー尾：　1 紙ヤスリ

木工ボンド

マーカー

目　的

　置物用のマスコット作りを楽しむ

　切り出し小刀や、三角刀の使い方を体得する

　イノシシの特徴を把握する

作り方・手　順

　1.胴体の先端～約1.5cmのところを、切り出し小刀で尖らせる。　図１

　2.胴体に、足及びシッポを差し込む穴を、キリで開ける。

　3.小枝の先を尖らせて足を作る。

　4.耳用輪切りを半分に切断する。

　5.三角刀で、胴体に毛の感じを出す。　図２

　7.それぞれの部位をボンドで接着する。

　8.マーカーで目を入れる。

参　考

　注）本法は、稜いっぺい著　しぜんの工作（97年初版、ひかりのくに株式会社）を参考にし作成した。

自然観察・工作科　　広報委員会（’00～’05年度）
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自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科　

作品名 分類 対象

エンピツくん マスコット 　　小学低学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

・小枝Ａ径１ｾﾝﾁ　長5～６ｾﾝﾁ（胴体部） ・ノコギリ

・ヒートンＢ径５ミリ　長１ｾﾝﾁ ・剪定バサミ

・動眼Ｃ（２個　　径３～４ミリ　） ・ナイフ

・リリアンＤ　長７０ｾﾝﾁ（首から下げる場合） ・キリ

・木工ボンド

・紙ヤスリ

・ツマヨウジ

・ティシュペーパー

目　的

刃物など使い方をおぼえる

自然物の利用で工作を楽しむ

作り方・手　順

①小枝Ａの素材を必要な寸法に切断する。　 胴体部Ａ

   （径１ｾﾝﾁ　長5～６ｾﾝﾁが適当である。）

　・先端になる部分をナイフで削る。

・鉛筆の先は短い方がスマート

・鉛筆の芯を思わせるように先端に色を付ける（赤、黒、など）

　・目をつける面を動眼がつきやすいように平らに削る。 先端部をナイフで削る

（眼は動眼を使用する。） (怪我をしないように注意）

②動眼をつける。

（動眼の取付け要領は動眼を裏返しに置き、ツマヨウジの先にボンドを付け所定の

　位置に当てて貼り付ける。）

動眼Ｃ．

●眼の取付け位置の削り方で表情が変わる

③口をナイフで削りつくる。

（口のつくり方により（削り方）顔の表情が変化する。）

●口の形の削り方で顔の表情が変わる

削った後唇を赤くぬる口らしく見える

④鼻の小枝がない場合はキリで穴を明け小枝を差し込む

キリで穴を明ける

小枝（適当な長さに切断する）

⑤付属品をつける

・ヒートンＢの取付け

・小枝の頭部分のヒートン取付け位置に穴をあけ、ボンドをかませて、ヒートンをねじ込む

・リリアンＤを取付ける。 ◆工夫してクヌギの殻斗を頭にかぶせる

リリアン 　ボンド、ティシュペーパーを入れ混ぜる

（首から下げられる長さに） 　殻斗を頭にかぶせる

ヒートンの

　　　ヒートンＤ 位置ダメ

完成品 ヒートンの取付け位置はセンター

より少しずらす

広報委員会（’01～’04年度）
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自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科　

作品名 分類 対象

セミ バッチ・ブローチ     小学低学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

・胴部Ａ　径１ｾﾝﾁ　長３ｾﾝﾁ ・ナイフ

・羽根Ｂ　短径１ｾﾝﾁ長径２.５ｾﾝﾁ厚２ﾐﾘ　２枚 ・キリ

・眼ケンポナシの種子Ｃ　径４ﾐﾘ　　２個 ・木工ボンド

・造花ピンＤ　４ｾﾝﾁ ・紙ヤスリ

目　的

創意工夫をする。いろいろなものを作ってみよう

道具のなどの使い方を習得する

作り方・手　順

①セミの胴体部Ａを取付けやすくナイフで削る

眼Ｃの取付け部

羽根Ｂの取付け部

造花ピンＤの取付け部

削る ３ｾﾝﾁ

削る

眼を取付ける

胴体部Ａ 羽根部Ｂ（２枚）

羽根を取付ける

②ナイフで削った部分を紙ヤスリをかけ滑らかにする

③セミの胴体Ａにそれぞれの部位をボンドで貼り付ける

④眼はケンポナシ種子Ｃを使用する（動眼でも可能）

⑤造花ピンＤの取付け

ピンの位置（角度）を決める

ボンドはベース板の上にやや多いめに塗る

（ピンの穴からはみ出すくらいにする）

（簡単、やさしく、すぐ出来る・・・・・・セミ）

・一次加工材は準備しておく

・ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける

・リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える

広報委員会（’01～’04年度）
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自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科　

作品名 分類 対象

ダックスフンド 動物のマスコット   小学低学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

・頭Ａ．径１ｾﾝﾁ　長２ｾﾝﾁ ・ノコギリ

・胴体Ｂ．径１ｾﾝﾁ　長５ｾﾝﾁ ・ナイフ

・足Ｃ．径５ﾐﾘ　長１ｾﾝﾁ　 ・キリ

・首Ｄ．径８ﾐﾘ　長１ｾﾝﾁ　 ・木工ボンド

・耳Ｅ 径1ｾﾝﾁ 長２ｾﾝﾁ ・ヒートン ・ツマヨウジ

・尾っぽＦ ・リリアン ・剪定ハサミ

・紙やすり

目　的

木を使って工夫しかわいい色々なマスコットやブローチなどを作る

道具(刃物など）の使い方をおぼえる。　創意工夫する

作り方・手　順

①頭Ａ　枝の先端を鉛筆のように削りる、口になる部分はナイスで切込む

口はナイスで切込む

頭に首をつける穴と耳をつける穴をあける

首を取付ける穴

②胴体部Ｂ

尾っぽＦをつける穴

③首部なる枝に穴を明ける

足を取付ける穴(４箇所）

穴を貫通させる(貫通させた方が取付けやすい）

動眼

④胴体部Ｂに首と頭をつける

⑤胴体部Ｂに足をつける

⑥胴体部Ｂに尾っぽををつける 耳（直０.８ｾﾝﾁ　長１.５ｾﾝﾁ）

⑦頭部Ａに耳をつける

尾っぽＦ

耳Ｅ

◆ヒートンをつける

リリアンをつける 足Ｃ（径5ﾐﾘ長1ｾﾝﾁ　４本）

・首にかける

・手に持つ

・ザックにつける 足部Ｃ 尾っぽＦ

・ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける

・動眼の位置がポイント

・リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える

参　考 ・一次加工材は準備しておく

・ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける

・リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える
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自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科　

作品名 分類 対象

　森の動物　ミミズク 　マスコット・置物 　小学校高学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

Ａ　太目の枝ー胴体　：　２ｃｍφ　*　5cm　L　：　1 切り出し小刀

Ｂ　小枝ー耳、ハネ　：　2cmφ*　0.3cm厚み　：　1 ノコギリ

Ｃ　小枝ー目、口ばし　：　1cmφ*　0.3cm厚み　：　3 キリ

紙ヤスリ

木工ボンド

マーカー

目　的

　置物用のマスコット作りを楽しむ

　切り出し小刀の使い方を体得する

　ミミズクの特徴を把握する

作り方・手　順

　1.太目の枝を図1のようにノコギリで切り胴体とする。

　2.切り出し小刀を使って、小枝で目、耳、ハネ、口ばしなどを作る。図2

　3.それぞれの部分をボンドで接着する。

　4.マーカーで目玉を入れる。

参　考

　注）本法は、稜いっぺい著　しぜんの工作（97年初版、ひかりのくに株式会社）を参考にし作成した。

自然観察・工作科　　広報委員会（’00～’05年度）
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自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科　

作品名 分類 対象

リ　ス 　マスコット・置物 　小学校高学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

Ａ　太目の枝ー胴体　：　２ｃｍφ　*　5cm　L　：　1 切り出し小刀

Ｂ　細い小枝ー手：　2　　冬芽で指の感じを出す ノコギリ

C　枝の輪切りー足：　2cmφ*　0.3cm厚み　：　2 キリ

Ｄ　枝の輪切りー耳：　1cmφ*　0.3cm厚み：　1 丸刀

E　鼻ーアオギリの実など：　1 紙ヤスリ

F　枯葉ー尾：　1 木工ボンド

マーカー

目　的

　置物用のマスコット作りを楽しむ

　切り出し小刀の使い方を体得する

　リスの特徴を把握する

作り方・手　順

　1.胴体の先端～約1.5cmのところを、切り出し小刀で尖らせる。図1

　2.ノコギリで、図１　ア-イのように切り落とす。

　3.耳用輪切りを半分に切断する。

　4.足用輪切りの下1/3を切り落とす。図2

　5.手の小枝の先端を尖らせておく。図3

　6.手、尾をつける穴をキリであける。

　7.本体の、足と接着する部分を、小刀で平らにしておく。

　8.それぞれの部位をボンドで接着する。

　9.マーカーで目を入れる。

参　考

　注）本法は、稜いっぺい著　しぜんの工作（97年初版、ひかりのくに株式会社）を参考にし作成した。

自然観察・工作科　　広報委員会（’00～’05年度）

18

２．１２  



 

自然工作マニュアル(指導者用）　　　作品No. 自然観察・工作科

作品名 分類 対象

　小学生　高学年

　 材　料 道　　　具
Ａ 木の 頭：　（径）1.2ｾﾝﾁ×１ (厚）　６ﾐﾘ

輪切り 胴：　（径）1.6ｾﾝﾁ×１ (厚）　６ﾐﾘ ﾉｺｷﾞﾘ
尾：　（径）3.5ｾﾝﾁ×１ (厚）　６ﾐﾘ 剪定ﾊﾞｻﾐ

Ｂ 木の 台：　(長）3.5ｾﾝﾁ･(幅）1.5ｾﾝﾁ・（厚）３ﾐﾘ 彫刻刃
ｽﾗｲｽ片　足：　(長）2.5ｾﾝﾁ･(幅）２ｾﾝﾁ・（厚）３ﾐﾘ 紙ﾔｽﾘ

耳：　(長）２ｾﾝﾁ･(幅）５ﾐﾘ・（厚）３ﾐﾘ 木工ﾎﾞﾝﾄﾞ
C 松ﾎﾞｯｸﾘの燐片 ﾅｲﾌ
D ｹﾝﾎﾟﾅｼの実（半分で可） ｷﾘ
E ｽﾀｼﾞｲの実（小さいのが良） ﾂﾏﾖｳｼﾞ
F 動眼・ﾋ-ﾄﾝ・ﾘﾘｱﾝ

目　的　 木使って創意工夫しかわいい色んなマスコットやﾌﾞﾛ-ﾁを作る
刃物やの使い方を覚える

作り方　・手　順

①　　A　 必要な部分をｶｯﾄする。

　　頭　：くち用にＶｶｯﾀ-で傷つける。
胴との接着面を少しカットする。

　　胴　：頭,　尾　台との接着面を
少しカットする。

　　尾　：図の様にＵｶｯﾀ-で切り抜く。
胴体との接着面もカットする。

＊ カットした後は紙ﾔｽﾘで面取りする

② 　B　　斜めｽﾗｲｽ片 ③ 　 C 　松ﾎﾞｯｸﾘの燐片 ④ D　くち：ｹﾝﾎﾟﾅｼの種を

（足＝後ろ足） （耳） を２個用意する。 １個用意し半分にｶｯﾄ
図の様に切り分ける。 （手の様にｶｯﾄ） する。

①　胴体に穴をあけ（F)ﾋ-ﾄﾝを取り付ける
 ②　体と頭と尾を接着する。

参　考　： 一時加工材は用意しておく
尾っぽも色々と工夫してやって見るとおもしろい。（ｳﾂｷﾞを使用すると簡単）

　　 広報委員会　（’０１～’０４年度）

リスくん 動物マスコット
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頭

胴ｲ） 加 工

ﾛ） 組 立

④ﾄﾞﾝｸﾞﾘ、リスを斜めスライス片(B)の台上
にﾄﾞﾝｸﾞﾘ（Ｅ）を手で持っているように接着

⑤全体が乾いてからﾘﾘｱﾝ（Ｆ）を通して結ぶ

尾

ｶｯﾄ

Ｖｶｯﾄ

くり貫く

カット

ｶｯﾄ

後

ろ

足

耳
ｶｯﾄ

ﾋ-ﾄﾝ

③ 耳・眼・手・くち・足を接着

ﾋ-ﾄﾝ

２．１３  



 

自然工作マニュアル（指導者用）作品No

作品名 分類 対象

リスくん マスコット・ペンダント 小学生低学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

・頭部Ａ　径２ｾﾝﾁ、厚４ﾐﾘ ・ノコギリ

・胴部Ｂ　径３ｾﾝﾁ、厚６ﾐﾘ ・ナイフ

・耳部Ｃ　短径８ﾐﾘ、長径ｾﾝﾁ、厚３ﾐﾘ ・キリ

・尾部Ｄ　手部、足部は胴部の残材で作る　　　 ・木工ボンド

・ヒートン　            １個 ・ツマヨウジ

・動眼　径５㎜位　　２個 ・剪定ハサミ

・リリアン　長さ７０ｾﾝﾁ（首から下げる場合） ・紙やすり

目　的

木を使って工夫しかわいい色々なマスコットやブローチなどを作る

道具(刃物など）の使い方をおぼえる。　創意工夫する

①頭部Ａをのこぎり剪定ハサミ、ナイフなどを使って材料取りをする

２ｾﾝﾁのスライス板より三箇所をカットする

あと滑らかに紙やすりをかける

②耳部Ｃの作成

　　二つに割る

③胴部Ｂ、尾部、手、足をのこぎり剪定ハサミ、ナイフなどを使って材料取りをする

あと滑らかに紙やすりをかける

●胴部Ｂ　径３ｾﾝﾁ、厚６ﾐﾘので胴体を作った残材で手部、

　足部、尾っぽ部を取り作成する

ヒートンとリリアン

耳部Ｃ

胴部Ｂ

尾っぽ部 足部 手部

④頭部Ａにつくり、口、眼（動眼）をつける 頭部Ａ

⑤胴体部Ｂにヒートンを付けると同時に手部、

⑥頭部を胴体につける 足部、尾っぽ部をつける

⑦リリアンをつける

・首にかける 手部

・手に持つ

・ザックにつける 足部

   尾っぽ部Ｄ

・ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける

・動眼の位置がポイント 胴部Ｂ

・リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える

参　考

・一次加工材は準備しておく

・ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける

・リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える

20

●頭部Ａ

カットする

カットする

手部

尾っぽ部足部

動眼

２．１４  



 

自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科　

作品名 分類 対象

リスくん マスコット・ペンダント 　　　小学低学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

・頭部Ａ　径１.２ｾﾝﾁ　厚６ﾐﾘ ・ノコギリ

・胴部B  径１.６ｾﾝﾁ　厚６ﾐﾘ ・ナイフ

・尾Ｄ　径３ｾﾝﾁ　　　 ・足Ｅ　長３ｾﾝﾁ短２ｾﾝﾁ ・キリ

・手Ｇ　松ポックリ鱗片　・耳Ｆ　長２ｾﾝﾁ短１ｾﾝﾁ ・木工ボンド

・ヒートンＨ　    １個 ・ツマヨウジ

・動眼Ｉ　径５ﾐﾘ ２個 口はケンポナシの種子 ・剪定ハサミ

・リリアン　長７０ｾﾝﾁ（首から下げる場合） ・紙やすり

目　的

木を使って工夫しかわいい色々なマスコットやブローチなどを作る

道具(刃物など）の使い方をおぼえる。　創意工夫する

作成手順

①頭部Ａ、胴部B の木の輪切りの接着面を少しカットする。　

頭部Ａ 　カットする

胴部B 

②尾っぽ部Ｄ、の輪切りの素材をＵカットに切り抜く。胴体との接着面もカットする。

③手Ｇ、は松ポックリの鱗片(手のようにカット）２ヶ用意する。

④足Ｅ　(中＝後足）と耳Ｆ　（小＝耳)の作成　

　真ん中で２枚に切る。 ヒートンＨ

尾Ｄ　

頭部Ａ　

胴部B  

⑥耳と眼と手と足を接着する。 リス君の完成図と部位図

⑦口（ケンポナシの種を半分にカットする）を接着

⑧斜めスライス片（大）上にドングリを持っているよ

   うにリスとドングリを接着する。

⑨胴体にヒートンをつける ケンポナシの種

ドングリを持っている

参　考 ・一次加工材は準備しておく

・ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける

・リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える

広報委員会（’0１～’04年度）
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カットする

カットする

（斜めスライス片）

切り抜く

カットする

カットする

耳と眼と手と足を接着

⑤胴体と頭と尾を接着する。

２．１５  
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作品名 分類 対象

小鳥 小鳥のマスコット 小学生以上

材　料　（使用部位・サイズ・数量） 道　　具

A　口ばし：△３～５ﾐﾘ　厚３～５ﾐﾘ　（１） ・木工ボンド

B　頭：径１～１.５ｾﾝﾁ（１）　厚３～５ﾐﾘ ・キリ

C　胴体：径１.５～３ｾﾝﾁ（１）厚３～５ﾐﾘ ・ナイフ

D　羽根：長径２.５～３ｾﾝﾁ　短径０.７～１.５ｾﾝﾁ（２） ・紙ヤスリ

E  尾　：径３～５ﾐﾘ.　長３ｾﾝﾁ(1) ・ツマヨウジ

・動眼（２）　・ヒートン（１）

・リリアン（30ｃｍ１本）

　B　頭　　　　　　　　　　口ばしと胴の付く所は少し削る.

　　　　　　　　　　　　　　切り口を紙やすりで面を作る

目　的

木を使い、工夫をして可愛い色んなマスコトやブローチ等を作る。創意工夫する。

道具（刃物）の使い方を覚える

作り方・手　順

1．        

参　考　：　羽根、尾の方向を変えると表情が変わります。尾は色々な形に工夫をすると良い

２．組　立

①　Ｃ胴体にキリで穴を開けヒートンにボンドを付けて、ねじ込んで乾かしておく

②     Ｃ胴体にＢ頭を貼り付ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E　尾　　尾は斜めに切る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切り口を紙やすりで面を作る

　 C　胴体　　　　　　　　頭と尾の付く所は少し削る

　　　　　　　　　　　　　　切り口を紙やすりで面を作る

　

自然工作マニュアル（指導者用）作品No．　　　　　　自然観察・工作科　平成1７年

③     Ｃ胴体にＥ尾を貼り付ける

④     Ｃ胴体にＤ羽根を貼り付ける

⑤     Ｂ頭にＡ口ばしを貼り付ける

⑥     動眼は口ばしより、少し上に付ける方が良い

⑦     全体が乾いてからリリアンを通して結ぶ

加　工

A　口ばし　　　　　　３ﾐﾘ  頭と付く所は紙やすりで面を作る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　羽根

　　　　　 ５ﾐﾘ

① ②
③

２．１９  



 

自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科　

作品名 分類 対象

小鳥 マスコット・ペンダント 　　　小学生低学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

・頭部Ａ　径２ｾﾝﾁ　厚４ﾐﾘ ・ノコギリ

・胴部Ｂ　径３ｾﾝﾁ　厚６ﾐﾘ　 ・ナイフ

・尾っぽＣは胴体の残材で作る　　　 ・キリ

・羽根Ｄ　径３ｾﾝﾁ厚３ﾐﾘ　 ・木工ボンド

・ヒートンＦ　  １個　　・口ばしＥは頭の残材で作る ・ツマヨウジ

・動眼Ｈ　径５㎜位　　２個 ・剪定ハサミ

・リリアン　長さ７０ｾﾝﾁ（首から下げる場合） ・紙やすり

目　的

木を使って工夫しかわいい色々なマスコットやブローチなどを作る

道具(刃物など）の使い方をおぼえる。　創意工夫する

作り方・手　順

①頭部Ａ、口ばしＥをのこぎり剪定ハサミ、ナイフなどを使って材料取りをする

   あと滑らかに紙やすりをかける

口ばしがつきやすいように

平にする

②頭部Ａに口ばし、眼（動眼）をつける

口ばしＥ

動眼Ｈ

③胴体部Ｂをつくり、胴にヒートンを付けると同時に尾、羽根をつける

尾っぽの形、取付け

尾っぽ部Ｃ ④羽根の作成 位置を変えると鳥の

胴体部Ｂ 　　　二つに分割する おもむきも変わる

完成図と部位図

⑤頭部を胴体につける 頭部Ａ

⑥リリアンをつける 　ヒートンＦとリリアン

・首にかける

・手に持つ

・ザックにつける

口ばしＥ

動眼Ｈ

胴体部Ｂ 尾っぽＣ

羽根Ｄ　

・ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける

・動眼の位置がポイント

・リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える

参　考 ・一次加工材は準備しておく

・ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける

・リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える
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口ばし

右側の羽根

左側の羽根

２．２０  
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自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科　

作品名 分類 対象

鳥 ペンダント・マスコット 　　　小学生低学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

・頭部Ａ．径２ｾﾝﾁ　厚４ﾐﾘ ・ノコギリ

・胴部Ｂ．径３ｾﾝﾁ　厚６ﾐﾘ ・ナイフ

・羽根Ｃ．斜め輪切 長径３ｾﾝﾁ 短径２ｾﾝﾁ 厚２ﾐﾘ ・キリ

・尾Ｄ．　　 ・木工ボンド

・足Ｅ．　      １個 ・ツマヨウジ

・ヒートンＦ．　      １個 ・剪定ハサミ

・動眼Ｈ．径５ﾐﾘ　　２個 ・紙やすり

・リリアン　長さ７０ｾﾝﾁ

目　的

木を使って工夫しかわいい色々なマスコットやブローチなどを作る

道具（刃物）の使い方をおぼえる　　創意工夫する

作成手順

①頭部Ａ、胴部Ｂ．、羽根部Ｃ．、尾部Ｄ．、口をのこぎり剪定ハサミ、ナイフなどを使って材料取りをする

ヒートン

頭部Ａ 頭部が胴体に接着が容易に出来るように平に削る

（約５ﾐﾘくらい削り取る）

尾っぽが接着が容易出来るように平らに削る

（約１ｾﾝﾁくらい削り取る)

胴部Ｂ

あと滑らかに紙やすりをかける

②頭部Ａ．に、口ばし、眼（動眼）Ｈ．、ヒ－トンＦ．をつける

ヒ－トンＦ

廃材を利用して口ばしを

作り接着する 口ばし 眼（動眼）Ｈ

③尾Ｄ、羽根Ｃ、足Ｅ、をつける

●尾は小枝、松ぼっくりの鱗片､ヤシャブシの

花など何でもよい

●羽根Ｃ　スライス板　２枚

●足をつける

尾

④胴体部Ｂに頭部つける

⑤リリアンをつける 口ばし

・首にかける

・手に持つ 胴部Ｂ

・ザックにつける 頭部Ａ

・首にかける

・手に持つ 尾Ｄ

・ザックにつける

●ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける 羽根Ｃ

●動眼の位置がポイント 鳥の完成図と部位図

●リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える

参　考 ・一次加工材は準備しておく

・ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける

・リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える
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５ﾐﾘ ３ｾﾝﾁ ３ｾﾝﾁ

２ｾﾝﾁ

６ﾐﾘ

８ﾐﾘ

６ﾐﾘ

足Ｅ
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小枝の昆虫 ： 押ピンバージョン（セミ・変なカマキリ・バッタ・トンボ） 
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３．小枝・輪切・斜め切りの参考マニュアル集 
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自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科

作品名 分類 対象

うぐいす笛 竹笛   小学低学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

・ノコギリ

・笛本体Ａ．径１～１.５ｾﾝﾁ　長５～７ｾﾝﾁ ・ナイフ

・笛吹き口Ｂ．０.５～１ｾﾝﾁ　長５ｾﾝﾁ　 ・ネズミキリ

・木工ボンド（瞬間接着剤）

・紙ヤスリ

目　的

作って鳴らしてみよう

作り方・手　順

①笛本体Ａ．と笛吹き口Ｂの接着する面をナイフで削る

②切口をヤスリで丸く（面取り）削る。

吹き口部が接着しやすいよう平らに滑らかに

うぐいす笛本体Ａ

５～６ﾐﾘの穴をあける

③笛本体部Ａの穴内側を掃除をしてカスを取る

④吹き口側部Ｂと笛本体部Ａの接続部を削る

Ｂ． 吹き口部の竹

　　角度３０度くらいが良好である

吹き口部の竹

⑤吹き口側部Ｂを仮あわせをして、指を押さえながら鳴らしたみる。

⑥鳴る位置をたしかめて、接着をする。

　（木工ボンドより瞬間接着剤を使う方がよい）

瞬間接着剤で固定する

６０㎜

参　考

一次加工材は準備しておく
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約３０度

５０㎜

１ｾﾝﾁ

9ﾐﾘ
５ﾐﾘ

３０°

５．１  



  47

５．２  



 

  
自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科
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50

５．６  



 

 

  

５．７  

52



 

  

作品名 分類 対象

　　　　竹　　　笛 　　　　お　も　ち　ゃ 　　小学生３年生以上

メダケ―笛の胴（A）：径１～２ｾﾝﾁ、長１０～ ノコギリ（目の細かいもの）

　　　　　　　　　　　１５ｾﾝﾁ　（１）

小　枝―整流片（C）：（A）の穴程度の太さ、 ナイフ

【※１】　　　　　　　長５ｾﾝﾁ（１） 木工ボンド

紙ヤスリ

材　料　（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

目　的　・子供の好む、鳴らして音色を楽しむ工作。

　　　　・簡単な材料で少し工夫しながら工作できる。

作り方・手　順

1．  笛の胴（A）を作る

　　①　（A）となる材料は、事前に良く洗っておく。

　　②　（A）の吹き口は尖ってざらざらしているので、

　　　　　紙ヤスリかナイフで仕上げる。

２．鳴き口【※２】（B）を作る

　　①  吹き口から３ｾﾝﾁ程の所を、ノコギリで直径14～5程

　　　　切る。（図1）

　　②   ナイフで、ノコギリで切った部分に向かって斜めに

　　　 削る。削る角度は15度前後が良い。

　　③ 三角形の（B）が開く。（図2）

　　 　三角形の頂点の部分に吹く息が当たり、音が出るので、

　②　接着剤で固定する

　　　（Ｃ）を取り出し、接着剤を塗り、再び（A）の中に挿入する。もう一度良く鳴る場所を確認する。

      形状がシャープになっていることがポイント。

３．整流片（C）を作る

　  ①   （A）の中にぴったり入りそうな太さの小枝を選び、

　　 　ノコギリで長さ５ｾﾝﾁ程に切る。

　 ②   ナイフで木片を（A）の中にぴったり入る太さに

　　　削る。細すぎて隙間が出来ないように注意する。

　④   （C）の余分な部分を切り取る。

　  　接着剤が十分固まってから吹き出し口から出ている（C）を切り取る。

参　考　・（C）の材料は、加工し易い材質が柔らかい木を使う。

　　　　・応用：（A）の長さを変えたり、途中に穴を開けると音色が変わる。

自然工作マニュアル（指導者用）作品No．　　　　　　自然観察・工作科
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　 ③   ②の木片を（図３）の形に削り、加工する。

４．組み立てる

　①　（Ｃ）を（A）の中に入れ、吹いてみて音の出る位置を

　　　定める。（図４参照）

【※１】整流片：吹いた息が鳴き口の頂点
に当たるように、空気の流れを整える部分

【※２】吹いた息が当たり音を出す部分

５．８  



 

  

６．竹の参考 マニュアル集 

６．１  



  

７．種子、実 、ドングリ、マツポックリのマニュアル集 

７．１  



 

自然工作マニュアル（指導者用）作品No 自然観察・工作科　

作品名 分類 対象

クリ坊 マスコット・ペンダント     小学低学年

　材　　料（使用部位・サイズ・数量） 道　　　具

・ドングリＡ．（クヌギ又はアベマキ）と殻斗Ｂ ・ナイフ

・ヒートンＣ（５ﾐﾘ　長１ｾﾝﾁ） ・キリ

・動眼Ｄ（２個　　径３～４ﾐﾘ） ・木工ボンド

・リリアンＥ　長さ７０ｾﾝﾁ（首から下げる場合） ・ツマヨウジ

・鼻用の小枝Ｆ ・ティシュペーパー

目　的

接着の方法、手順などをおぼえる

創意工夫、個性的な作品をつくる

作り方・手　順

①殻斗Ｂを帽子に見立て方向を決め、ティシュ少々とボンドを練り合わせる。

   頭の真ん中に殻斗と共にキリで穴を明ける（ヒートンを取付ける穴）

②顔になる面にキリで眼と鼻の位置に穴を明ける

殻斗Ｂの穴にヒートンをねじ込む。

鼻の取付け穴

③小枝Ｆで鼻をつくりキリで穴を明けたところへ小枝を

   さし込みボンドでつける

④殻斗Ｂの穴にヒートンをねじ込む。 　　　顔になる面にキリで鼻の位置に穴を明ける

⑤ドングリに殻斗の帽子をかぶせる

・殻斗にティシュとボンドを入れ混ぜる

・殻斗をドングリにかぶせる

⑥ヒートンＣにリリアンをつける。

⑦動眼Ｄを眼の位置へボンドで貼り付ける。

ヒートンＣとリリアンＥ　

殻斗Ｂの帽子

動眼Ｄ

付属品をつける

・殻斗の真ん中の柄跡の部分はもろいのでヒートンの位置は避ける方がよい

・殻斗は少し散発をした方がよいものもある

・口は彫刻刀で傷を付けて、赤のサインペンなどで紅を付けるとよい

・帽子や眼、鼻の位置によって可愛く仕上がる。

・ヒートンは一番先にバランスのとれた重心を考えて取付ける

・リリアンの結び方も要領よく、使用目的によって長さを変える

56

参考

ヒートンの位置

鼻の小枝

７．２  



  

７．３  



 

  

７．４  



  ７．５  



 

７．６  



  61

７．７  



 62

７．８  



  

７．９  



 

  

７．１０  



 

  

７．１１  



 

63

８．種子、実、ドングリ、マツポックリの参考マニュアル集  

８．１  



  64

８．２  



 

８．３  



  

８．４  



 67

８．５  



  68

カルガモ親子

８．６  



 69

８．７  



  70

８．８  



 

  

71

シュロのバッタ

９．その他の素材  

９．１  



 

９．２  



  73

９．３  



 

自然工作マニュアル   作品No 自然観察・工作科　

松葉を使った作品

74

９．４  



  

自然工作マニュアル   作品No 自然観察・工作科　

シュロで作るヘビ

９．５  



 

自然工作マニュアル   作品No 自然観察・工作科　

紙紐で作るフクロウ

９．６  



  

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

コンテンポラリアート作品

75

１０． 自然工作作品・資料集 

１０―１ 自工科作品集  

１０．１  



 

自然工作マニュアル作品

シュロを使った作品

76

１０．２  



  

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

タケを使った作品

77

１０．３  



 

自然工作マニュアル作品

タケを使った作品

78

１０．４  



  

自然工作マニュアル作品

ドングリを使った作品

80

１０．５  



 

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

フォトフレーム作品

81

１０．６  



  

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

マツポックリを使った作品

82

１０．７  



 

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

ヤナギとミズヒキを使った作品

83

１０．８  



  

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科

ヨシとタケを使った作品

84

１０．９  



 

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

リース作品

85

１０．１０  



  

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科

果実・種子を使った作品

86

１０．１１  



 

  １０．１１  



 

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

小枝を使った作品

88

１０．１３  



  

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

小枝を使った作品

89

１０．１４  



 

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

葉っぱを使った作品

90

１０．１５  



  

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科

葉っぱを使った作品

91

１０．１６  



 

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

輪切り・小枝を使った作品

92

１０．１７  



  

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科

輪切りのバッチ

93

１０．１８  



 

  

自然工作マニュアル   作品No 自然観察・工作科　

木の輪切りの作品集　（1/2）

１０―２ 参考作品集 

１０―２．１  



 

自然工作マニュアル   作品No 自然観察・工作科　

小枝の作品１

96

１０―２．２  



  

自然工作マニュアル   作品No 自然観察・工作科　

小枝の作品２

97

１０―２．３  



 

自然工作マニュアル   作品No 自然観察・工作科　

葉っぱの栞　（１）

98

１０―２．４  



  

自然工作マニュアル   作品No 自然観察・工作科　

葉っぱの蝶

１０―２．５  



 

自然工作マニュアル(参考） 自然観察・工作科　

木の輪切り、ドングリ、種子などを使った作品集

101

１０―２．６  



自然工作マニュアル   作品No 自然観察・工作科　

木の輪切りの作品集

102

１０―２．７  



  

１０―３  参考資料集 

 １０－３．１ ススキのフクロウ 

 



 

104

１０―３．２  



  

ドングリコマ

ビュンビュン笛をつくる
図のように、実に穴をあけて中身をくり抜く。
たこ糸の先にようじを結びつけ、実の中に入れて振り回すと音がするよ。

ドングリコマをつくる

ドングリの中心に、キリで穴をあけ、ようじをさす。色を塗って自分だけのオリジナルをつくり、友だちと
ケンカコマなどをして遊ぶとおもしろいぞ。

やじろべえをつくる
ドングリに穴を二つあけ、竹ひごの先にドングリをつけたものを穴に入れる。
バランスがとれるよう、対称的につくるのがコツ。

105

１０―３．３  



 

106

１０―３．４  



  107



 

  

108

１０―３．５  



 

「額縁・写真立て」

109

１０―３．６  



  

作り方の1例

作り方の２例

       セイタカアワダチソウ    フォトフレーム表・裏 額縁を飾る　

110

１０―３．７  



 

   

   

111

１０―３．８  



  

笛の種類 材料 前加工 組立 完成品

胴体Φ12～16×６０ 削ってΦ4～5穴を開ける 鳴る位置を決めて

吹き口Φ７～９×５０ 45°～60°でカット 瞬間接着剤で貼る

Φ10～16×60 鳴き口を作る テーパーをつけた 吹き口に小枝を加工

節も可・幅広く使える ノコで3/4まで切る 紙パックリードを差込み したものを差込むと

アルミ引紙パック 径の半分まで削る よく鳴る位置で固定 グレードが高くなる

Φ10～16×60 45°～60°の斜め切り 端から20にテープを巻く 吹き口にあわせた

リードはプラスチック カッターでテープまで リードを差込んで

トレイなど利用 リード差込溝を作る 出来上がり

カバーΦ12～16×60 ブーブー笛を作る 長いほうに吹き口を 鳴るのを確認して

カバーΦ12～16×20 吹き口のリードは 3ｍｍほどあけて 瞬間接着剤で固定

カバーに入る太さ はみ出ないようにする 短いほうを差込む くびれに紐をかける

Φ10～16×150 節の方から串を挿し

竹串（焼鳥串） 内径にあわせた小枝を

小枝Φ8～10×10 差し吹き口は呼子笛

胴体Φ35～45×80 胴体下部に穴を開け吹

吹き口Φ10～15×50 き口の呼子笛を差込む

112

6 水笛

胴体に水を入れ吹くと良い音が出る

4 ネイチャー笛

5 トロンボーン笛

竹笛工作

1 ウグイス笛

2 呼子笛

3 ブーブー笛

吹いている時に竹串を前後にすると音が変わる。

長い串があるとより変化が出る。

１０―３．９  



 

  

１０―３．１０  



 

自然工作マニュアル作品

輪切り・小枝を使った作品

114

１０―３．１１  



  

115

１０―３．１２  



 

１０―３．１３  



  

１０―３．１４  



 

  

１０―３．１５  



 

自然工作マニュアル作品 自然観察・工作科　

葉っぱを使った作品

128

１０―３．１６  



 129

１０―３．１７  


